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研究要旨 

これまでの研究成果から、国内外の建設プロジェクトにおいて、企画、基本計画、基本

設計等の段階から、Building Information Modeling / Construction Information 

Modeling（BIM/CIM）を活用し、建設プロジェクトの合理化・効率化のため、設計・施

工・維持管理・補修・解体等の情報を一貫して管理しようとしていることが明らかとなっ

た。 

本分担研究では、施工の合理化・効率化だけでなく、BIM/CIM において安全衛生の情

報も管理できるよう、BIM/CIM 図面上にリスクポイントを記載し、一覧表として直ちに

リスク情報を管理できるようにすることを目的とする。そのため、国内外で BIM/CIM ソ

フトウェアとして最も利用者の多い Autodesk Revit を採用し、その中の部品（ファミリ）

として、リスクポイントを新たに作成した。リスクポイントは BIM/CIM の図面上で任

意の位置に配置でき、リスクの種類、リスクの大きさ、考慮すべきフェーズ、対策等を属

性情報として登録可能なように作成した。また、配置した全てのリスクポイントの属性

情報は、一覧表として直ちに出力することができた。さらに、部品（ファミリ）として作

成したリスクポイントは、Revit を用いている全ての建設プロジェクトにおいて利用可能

である。 

このように、新たに作成したリスクポイントという部品（ファミリ）を使用して、設計

段階からリスク情報を一貫して管理できる可能性が示唆された。 
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Ａ．研究目的 

 これまでの本研究の研究結果から、国内外の

建設プロジェクトにおいて、企画、基本計画、

基本設計等の段階から、Building Information 

Modeling / Construction Information 

Modeling（BIM/CIM）を活用し、建設プロジェ

クトの合理化・効率化のため、設計・施工・維

持管理・補修・解体等の情報を一貫して管理し

ようとしていることが明らかとなった。 

本分担研究では、施工の合理化・効率化だけ

でなく、BIM/CIM において安全衛生の情報も

管理できるよう、BIM/CIM 図面上にリスクポ

イントを記載し、一覧表として直ちにリスク情

報を管理できるようにすることを目的とする。 

 

 

Ｂ．研究方法 

 本分担研究では、国内外でBIM/CIM ソフト

ウェアとして最も利用者の多い Autodesk 

Revitを採用し、その中の部品（ファミリ）とし

て、リスクポイントを新たに作成する。リスク

ポイントはRevit の図面上で任意の位置に配置

できるように作成し、リスクの種類、リスクの

大きさ、考慮すべきフェーズ、対策等を属性情

報として登録可能なように作成する。また、配

置した全てのリスクポイントの属性情報は、一

覧表として直ちに出力できる仕様とする。 

 

 

Ｃ．研究結果 

C-1．BIM/CIMについて 1), 2), 3) 

BIM とは、コンピュータ上に作成した主に三

次元の形状情報に加え、室などの名称・面積、

材料・部材の仕様・性能、仕上げなど、建築物

の属性情報を併せ持つ建築物情報モデルを構築

するものである（図1参照）1)。BIM を様々な場

面で活用することで、高品質・高精度な建築生

産・維持管理・運用などの実現や、高効率なラ

イフサイクルの実現などを通じた生産性の向上、

ビッグデータ化、インフラプラットフォームと

の連携など、BIM 活用の幅広い展開による社会

資産としての建築物の価値の拡大などが期待さ

れている2)。 

特に、国土交通省の「建設投資見通し」（令

和３年度）によると、我が国の建築分野は建設

投資額の約 84％（約 32.2 兆円）が民間の投資

額であるなど、民間比率が非常に多くを占めて

おり、公共建築物だけでなく民間建築物でも

BIM の活用による生産性向上などを進めること

も重要である。一方、土木分野は建設投資額の

約24％（約6.0 兆円）が民間の投資額である2)。 

 国土交通省では、企画・基本計画から始まる

建築物の生産プロセスや維持管理・運用等を含

めた建築物のライフサイクルにおいて、BIM を

通じデジタル情報が一貫して活用される仕組み

の構築を図り、建築分野での生産性向上を図る

ため、官民が一体となってBIM の活用の推進を

図る「建築BIM 推進会議」（事務局：国土交通

省）を設置（令和元年６月）し、各分野で進ん

でいる検討状況の共有や、BIM を活用した建築

物の生産・維持管理等のプロセスや、BIM のも

たらす周辺環境の将来像に関する議論が行われ

るとともに、将来像に向けた官民の役割分担・

工程表（ロードマップ）を令和元年９月に取り

まとめた。建築BIM推進会議の構成は図２に詳

しい1)。 

 その中で、建築BIM推進会議は、建築物のラ

イフサイクルにおいて、生産性の向上などにつ

ながるかたちでBIM を活用する上で、標準的に

想定されるワークフロー（以下「標準ワークフ

ロー」とする。）と、その活用にあたっての基

本的な考え方について、関係する主体の役割・
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責任分担を明確化し、共有することを目的とし、

「建築分野におけるBIMの標準ワークフローと

その活用方策に関するガイドライン」を令和２

年３月に定め、それを令和４年３月に改正して

いる2)。 

 同ガイドラインでは、以下のとおり、建築物

の設計、施工、維持管理、運用等に係る関係者

のメリットを享受、増進することを目的として

いる2）。 

a)建築物の建築主・所有者・管理者と利用者 

b)設計や施工、維持管理・運用などの発注者と

受注者（設計者、施工者、維持管理者等） 

標準ワークフロー等を整理し関係者間で共有

することにより、BIM 活用の効率的な手順等を

共有した上での異なる幅広い主体の協働、BIM 

を通じ一貫してデジタル情報が活用される仕組

み（図３参照）の構築が期待される。また建築

分野でBIM が積極的に活用されることで、今後、

各主体の役割・責任分担にも変化が生じてくる

ことも想定されるとしている2）。 

 標準ワークフローでは、図４のように、ステ

ージ S0～ステージ S7 までの流れで建設プロジ

ェクトを進めていくことをたたき台として、

様々に条件の異なるプロジェクトに柔軟に対応

していくことが求められている。 

各ステージの業務内容、BIM データ、設計図

書の関係は図５にまとめられている。つまり、

S0（企画）→ S1（基本計画）→ S2（基本設計）

→ S3（実施設計1）→ S4（実施設計2）→ S5

（施工）→ S6（引渡し）→ S7（維持管理）と

いう流れを標準ワークフローとしている。 

S0（企画）では、業務内容としては事業計画

の検討・立案である。S1（基本計画）では、業

務内容としては条件整理のための建築計画の検

討・立案である。S2（基本設計）では、業務内

容としては基本的な機能・性能の設定である。

S3（実施設計1）では、業務内容としては機能・

性能に基づいた一般図（平面、立面、断面）の

確定である。S4（実施設計2）では、業務内容と

しては工事を的確に行うことが可能な設計図書

の作成である。 

意匠の各ステージの BIM による成果物（BIM

データ及び図書）の例を図６に示す。 

S0（企画）では、BIMモデルとしては、ボリュ

ームモデル、配置情報、平面情報、断面情報、

面積情報である。設計図書としては、計画概要、

設計・工事スケジュール等、工事費概算書であ

る。 

S1（基本計画）では、BIMモデルとしてはゾー

ニングボリュームモデル作成、配置情報、ゾー

ニング平面情報、断面情報、面積情報である。

設計図書としては、計画概要、設計・工事スケ

ジュール等、工事費概算書である。 

S2（基本設計）では、BIMモデルとしては基本

的な機能・性能を定義した空間要素の作成、配

置情報、平面情報、断面情報、立面情報、面積

情報、仕上情報である。設計図書としては、計

画説明書、仕様概要書、設計概要書である。 

S3（実施設計1）では、BIMモデルとしては空

間要素への仕様情報の追加、配置情報、平面情

報、断面情報、立面情報、面積情報、仕上情報

等、各種意匠情報、各種構造情報、各種設備情

報、意匠、構造詳細情報である。設計図書とし

ては、建築物概要書、仕様書である。 

 S4（実施設計2）では、BIMモデルとしては空

間要素の詳細仕様情報の調整、意匠、構造、設

備詳細情報及び各種機器情報の調整、意匠、構

造、設備詳細情報、統合プロット（主要な部分）

である。設計図書としては、建築物概要書、仕

様書、建築各種計算書である。 

 このように、標準ワークフローでは、各ステ

ージにおける業務内容、BIM データ、設計図書
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等の例を挙げて、様々なプロジェクトに柔軟に

対応できるようたたき台を示している。 

 

C-2．部品（ファミリ）について 

BIM/CIMは、部品を組み立てたり、組み合わせ

たりしつつ、仮想空間の中に建築物等を構築す

るものである。Revitでは、仮想空間は［プロジ

ェクトファイル］と呼ばれ、部品は［ファミリ］

と呼ばれる。つまり、BIM/CIMとは、仮想空間の

中に、部品を使って建築物等を構築する作業で

ある。 

ファミリは様々なカテゴリに分類され、カテ

ゴリには、壁、床、窓、ドア、参照面等がある。

カテゴリの分類に基づいた、それぞれ個々の要

素がファミリとなる。壁カテゴリの分類の中に

は、標準壁、重ね壁、カーテンウォール等があ

り、それらがファミリに該当する。BIM/CIM の

プロジェクトファイルを作成する上で、ファミ

リは必要不可欠な要素である。 

 なお、これだけではファミリは属性情報を持

たないモデルデータであり、パラメトリックに

対応しない形状のみのデータとなってしまう。 

 BIM/CIMの特徴は、部品（ファミリ）に属性情

報やパラメトリックの設定を持たせることにあ

る。つまり、単純なモデルデータ、形状のみの

データの枠組みを超えて、様々な属性情報を持

つモデルデータを形成し、パラメトリックに形

状、色、材料等を変化できることがBIM/CIMの

部品（ファミリ）の特徴である。 

 本分担研究では、様々な属性情報を有し、パ

ラメトリックに形状、色、材料等を変化できる

部品（ファミリ）としてのリスクポイントを作

成する。 

 

C-3．リスクポイントの作成方法 

ここでは、部品（ファミリ）として、リスク

ポイントを作成する方法を示す。部品（ファミ

リ）の作成方法については、文献 4)に詳しい。

以下、文献4)を参考に、リスクポイントの作成

方法を詳述する。 

 

C-3-1. テンプレートを選択 

 テンプレートとして「一般モデル（メートル

単位）」を選択する。 

 

(a) Revit を起動し、[ホーム]の［ファミリ］の
［新規作成］をクリックする。 

(b) ［新しいファミリ-テンプレートファイル
を選択］ダイアログボックスから、［⼀般モ
デル（メートル単位）.rft］を選択し、[開
く]をクリックする。新しいファイルが開
く。 

 

C-3-2. 参照面を作成 

 ここでは、所定の位置に幅方向の参照面を作

成する。 

 

(a) 画⾯左下の［プロジェクトブラウザ］の［平
⾯図］の［＋］をクリックして展開し、［基
準⾯］が選択されていることを確認する。
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また、［基準⾯］タブが開いていることを確
認する。 

 

(b) リボンの［作成］タブ→［基準⾯］パネル→
［参照⾯］をクリックする。 

 

(c) ［中⼼（左／右）］参照⾯の左側で始点と終
点をクリックし、垂直の参照⾯を作成する。 

(d) 同様に［中⼼（左／右）］参照⾯の右側にも
垂直の参照⾯を作成する。 

(e) ［中⼼（正⾯／背⾯）］参照⾯の上側及び下
側でも始点と終点をクリックし、⽔平の参
照⾯を作成する。 

 

(f) リボンの［ファイル］タブ→［名前を付けて
保存］→［ファミリ］をクリックし、任意の
名前でファイルを保存する。ここでは
［risk_point.rfa］とした。 

 

C-3-3. 均等テキストラベル（EQ）を設定 

 参照面の間隔が均等になるようサイズ変更す

るため、寸法を作成し、均等テキストラベル（EQ）

を設定する。 

 

(a) リボンの［注釈］タブ→［⼨法］パネル→
［平⾏⼨法］をクリックする。 

 

(b) 上図の①→②→③の順に参照⾯をクリック
し、現在の⼨法が⼊⼒されるので、任意の
位置でクリックして表⽰位置を確定する。 
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(c) 中⼼を基準として均等になるようサイズ変
更するために、⼨法付近にある［EQ］マー
クをクリックする。⼨法値が［EQ］に変わ
り、左右の⼨法が対称に変更される。 

 

(d) 上図の⑤→⑥の順に参照⾯をクリックし、
全体の⼨法が⼊⼒されるので、任意の位置
でクリックして表⽰位置を確定する。 

 

(e) リボンの［修正］をクリックする。 
 

C-3-4. 幅のパラメータを設定 

 幅のパラメータを設定する。 

 

(a) 全体の⼨法をクリックして選択する。 

 

(b) リボンの［修正｜⼨法］タブ→［⼨法にラベ
ルを付ける］パネル→［パラメータを作成］
をクリックする。 

 

(c) ［パラメータプロパティ］ダイアログボッ
クスが表⽰される。上図のように設定し、
［ＯＫ］をクリックする。 

(d) 全体の⼨法値に、「幅１＝」と追加されたこ
とを確認する。これによって、プロジェク
トファイルにアップロードした際、任意の
値を⼊⼒することで、リスクポイントの底
⾯の幅を任意に変更することが可能となる。 
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(e) 幅２も同様に「C-3-3. 均等テキストラベ
ル（EQ）を設定」から設定する。 

 

C-3-5. パラメータの動作を確認 

 パラメータを設定し、指定したサイズで参照

面が移動するか、動作を確認する。 

 

(a) リボンの［作成］タブ→［プロパティ］パネ
ル→［ファミリタイプ］をクリックする。 

 

(b) ［ファミリタイプ］ダイアログボックスが
表⽰される。［⼨法］グループの［幅 1］に
［500］、［幅 2］に［1000］と⼊⼒し、［適
⽤］をクリックする。 

 

(c) ［幅 1］が中⼼を基準に 500、［幅 2］が 1000
になっていることを確認する。確認したら、
［ファミリタイプ］ダイアログボックスの
［OK］をクリックする。 

 

C-3-6. リスクポイント上面の参照面の作成 

 ここでは、リスクポイント上面の参照面を作

成する。 
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(a) ［中⼼（正⾯/背⾯）］参照⾯と［中⼼（左/
右）］参照⾯からそれぞれ 10mm の距離に
参照⾯をそれぞれ作成する。 

 
C-3-7. 高さのパラメータを設定 
 幅と同様に、高さにもパラメータを設定する。 

 
(a) [プロジェクトブラウザ]で［⽴⾯図］の［＋］

をクリックして展開し、［正⾯］をダブルク
リックする。 

 
(b) リボンの［作成］タブ→［基準⾯］パネル→

［参照⾯］をクリックする。「基準レベル」
よりも上の任意の位置で始点①と終点②を
クリックし、「基準レベル」との⾼さの差を
［1732］とする。これにより⽔平の参照⾯
が作成される。⾼さ[1732]の意味は、三⾓
形の定理より、底辺が幅 1［2000］の正三
⾓形の⾼さは 1000√3であることによる。 

 
(c) 参照⾯の名前をクリックし、［⾼さ］と⼊⼒

する。 

 
(d) リボンの［注釈］タブ→［⼨法］パネル→

［平⾏⼨法］をクリックし、基準レベルの
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参照⾯をクリックした後、先ほど作成した
［⾼さ］参照⾯をクリックし、現在の⼨法
［1732］が⼊⼒されるので、任意の位置で
クリックして表⽰位置を確定する。 

(e) リボンの［修正］をクリックする。 
(f) 「C-3-4.  幅のパラメータを設定」の

(b)~(d)を参考に⾼さのパラメータを設定
する。リボンの［修正｜⼨法］タブ→［⼨法
にラベルを付ける］パネル→［パラメータ
を作成］をクリックする。［パラメータプロ
パティ］ダイアログボックスが表⽰される。
［パラメータデータ］の［名前（N）:］に
［⾼さ］と⼊⼒し、［インスタンス］を選択
し［ＯＫ］をクリックする。 

(g) 全体の⼨法値に、「⾼さ＝」と追加されたこ
とを確認する。これによって、プロジェク
トファイルにアップロードした際、任意の
値を⼊⼒することで、リスクポイントの⾼
さを任意に変更することが可能となる。 

(h) 「C-3-5. パラメータの動作を確認」を参
考に、⾼さの⼊⼒値を変更して、［⾼さ］参
照⾯が追随して動くか確認する。 

 
C-3-8. リスクポイント本体（四角錐）の作成 
 幅と高さのパラメータを作成したので、ここ

でリスクポイント本体（四角錐）を作成する。

本体のスケッチラインは、先に作成している参

照面とロックして紐付けする。 

(a) 画⾯左下の［プロジェクトブラウザ］の［平
⾯図］の［＋］をクリックして展開し、［基
準⾯］が選択されていることを確認する。
また、［基準⾯］タブが開いていることを確
認する。 

 
(b) リボンの［作成］タブ→［フォーム］パネル

→［ブレンド］をクリックする。 

 
(c) リボンの［修正｜作成 ブレンド下部の境界］

タブ→［描画］パネル→［⻑⽅形］をクリッ
クする。［奥⾏き］に［1000］と⼊⼒する。 

 
(d) 上図の①→②とクリックし、上図のような

正⽅形のスケッチラインを作成する。上図
の③〜⑥の南京錠のマーク（以降ロック記
号）をクリックし、参照⾯をロックする。こ
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れにより、参照⾯の［幅１］と［幅２］の⻑
さを変更すると、それに追随してリスクポ
イント本体（四⾓錐）の幅も⾃動的に変更
される。 

 
(e) リボンの［修正｜作成 ブレンド下部の境界］

タブ→［モード］パネル→［上部を編集］を
クリックし、上部の編集に移⾏する。 

 
(f) リスクポイント上⾯の参照⾯を参考に、(d)

と同様に上図のような正⽅形のスケッチラ
インを作成し、参照⾯にロックする。 

 
(g) リボンの［修正｜ブレンド上部の境界を作

成］タブ→［モード］パネル→［編集モード
を終了］をクリックする。 

 
(h) 画⾯左下の［プロジェクトブラウザ］の［3D

ビュー］の［＋］をクリックして展開し、
［ビュー1］をダブルクリックする。［ビュ
ー1］に四⾓錐が描画されていることを確認
する。 

 
(i) 画⾯左下の［プロジェクトブラウザ］の［⽴

⾯図（⽴⾯図 1）］の［＋］をクリックして
展開し、［正⾯］をダブルクリックする。［正
⾯］の画⾯に四⾓錐が描画されていること
を確認する。三⾓形の頂点が［⾼さ=1732］
の参照⾯よりも低い位置にあることを確認
する。 

 
(j) ［修正｜位置合わせ］タブ→［修正］パネル

→［位置合わせ］をクリックする。 

 
(k) 揃える位置として参照⾯①をクリックし、
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揃える図形としてオブジェクトの上端②を
クリックする。 

 
(l) 参照⾯とオブジェクトの上端の位置が揃う

ので、ロック記号を③クリックしてロック
する。 

 
(m) 「C-3-5. パラメータの動作を確認」を参

考に、⾼さの⼊⼒値を変更して、リスクポ
イント本体（四⾓錐）が追随して動くか確
認する。 

 
C-3-9. マテリアルを作成 
 ここでは、マテリアルを作成し、リスクポイ

ントの色（カラー）を変更できるようにします。 

 

(a) 画⾯左下の［プロジェクトブラウザ］の［3D
ビュー］の［＋］をクリックして展開し、
［ビュー1］をダブルクリックする。リスク
ポイント本体を①クリックする。 

 
(b) 画⾯左上の［プロパティ］パレットの［マテ

リアルと仕上げ］の［マテリアル］の［＜カ
テゴリ別＞］の右側にある［…］をクリック
する。 

 
(c) ［マテリアルブラウザ］ダイアログボック

スが表⽰される。同ダイアログボックス左
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下の［ライブラリパネル］の左のツリーリ
ストから、［AEC マテリアル］→［その他］
を選択する。 

(d) ［ライブラリパネル］の右のリストで［ペ
イント］を選択し、［↑］をクリックする。
［プロジェクトマテリアル］に［ペイント］
が追加される。 

 
(e) ［マテリアルブラウザ］ダイアログボック

スの右側で［グラフィックス］タブをクリ
ックする。［シェーディング］の［⾊］をク
リックし、⻩⾊（RGB 255 255 0）を選択し、
［OK］をクリックする。 

 

(f) ［透過］に［50］を⼊⼒して、［適⽤］をク
リックする。 

 
(g) 画⾯左下の［表⽰スタイル］→［シェーディ

ング］をクリックする。［ビュー１］にリス
クポイント本体（四⾓錐）が⻩⾊に変わっ
ていることを確認する。 

 
(h) リスクポイント本体（四⾓錐）をクリック

し、［プロパティ］パレットの［マテリアル
と仕上げ］の［マテリアル］［ペイント］の
右端の［□］をクリックする。 

 
(i) ［ファミリ パラメータの関連付け］の［フ

ァミリ パラメータを関連付ける⽅法につ
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いて］の上のアイコンをクリックする。［パ
ラメータプロパティ］ダイアログボックス
が表⽰される。上図のように設定し、［ＯＫ］
をクリックする。これにより、⾊がインス
タンスパラメータとなり、リスクポイント
の⾊を任意に変更できる。 

 
C-3-10. ビックリマークを作成 
 ここでは、リスクポイント本体（四角錐）の

中にビックリマークを作成する。 

 
(a) [プロジェクトブラウザ]で［⽴⾯図］の［右］

をダブルクリックする。 
(b) リボンの［作成］タブ→［基準⾯］パネル→

［参照⾯］をクリックする。 

 
(c) 上図のように、［⾼さ］参照⾯から下⽅に

100 及び 300 の箇所に参照⾯を新たに作成
する。また、基準レベルから上⽅に 20, 120, 
220, 240 の箇所に参照⾯を新たに作成する。
次に、リボンの［注釈］タブ→［⼨法］パネ
ル→［平⾏⼨法］をクリックし、［⾼さ］参
照⾯をクリックした後、先ほど作成した［⾼
さ］参照⾯から下⽅に 100 の箇所の参照⾯

をクリックし、現在の⼨法［100］が⼊⼒さ
れるので、ロックする。これにより、ビック
リマーク上端がリスクポイント本体（四⾓
錐）の上端とロックされ、リスクポイント
本体（四⾓錐）の⾼さを変更することで、ビ
ックリマークもそれに合わせて⾼さが変更
される。 

 
(d) リボンの［作成］タブ→［フォーム］パネル

→［回転］をクリックする。 

 
(e) リボンの［修正｜作成 回転］タブ→［描画］

パネル→［境界線］が選択されていること
を確認し、上図のようにスプラインを選択
する。 
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(f) 上図のようにクリックし、スプリングライ

ンを描く。リボンの［修正］をクリックす
る。 

 
(g) スプリングラインを選択した後、上図の点

をドラッグ＆ドロップで参照⾯上をスライ
ドさせ、基準⾯に対して 72 度のところまで
スライドさせる。 

 
(h) リボンの［修正｜作成 回転］タブ→［描画］

パネル→［線］を選択する。 

 
(i) 上図のように①→②とクリックし、スプリ

ングラインと合わせて閉曲線とする。 

 
(j) リボンの［修正｜作成 回転］タブ→［描画］

パネル→［中⼼-両端指定による円弧］を選
択する。 

 
(k) 上図のように①→②→③とクリックし、半

円を描く。 

 
(l) 再度、リボンの［修正｜作成 回転］タブ→

［描画］パネル→［線］を選択し、上図のよ



分担研究報告書（吉川直孝、平岡伸隆、大幢勝利、高橋弘樹） 

71 

 

うに①→②とクリックし、半円と合わせて
閉曲線とする。 

 
(m) リボンの［修正｜作成 回転］タブ→［描画］

パネル→［軸線］を選択する。 

 
(n) 上図のように①→②とクリックし、軸線を

描く。 

 
(o) リボンの［修正｜作成 回転］タブ→［モー

ド］パネル→［編集モードを終了］をクリッ
クする。 

 
(p) 画⾯左下の［プロジェクトブラウザ］の［3D

ビュー］の［ビュー1］を表⽰させ、［プロパ
ティ］パレットの［マテリアルと仕上げ］の
［マテリアル］［ペイント］の右端の［□］
をクリックする。［ファミリ パラメータの
関連付け］の「⾊」をクリックし、［ＯＫ］
をクリックする。これにより、ビックリマ
ークの⾊も⻩⾊となり、リスクポイント本
体（四⾓錐）と同様にインスタンスパラメ
ータとして、任意の⾊に設定可能となる。 

 
(q) ［ビュー1］画⾯右上の［前］をクリックし、

三⾓形にビックリマークとして、リスクポ
イントが作成されたことを確認する。 

 
C-3-11. 参照面を設定 
 ここでは、参照⾯の優先度を設定し、プロジ
ェクトファイルへの挿⼊時のスナップ操作補助
の基準とする。 
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(a) 画⾯左下の［プロジェクトブラウザ］の［平

⾯図］の［基準レベル］を表⽰させる。 

 
(b) キーボードの Ctrl キーを押しながら、①→

②→③→④をクリックし、［プロパティ］パ
レットの［その他］の［参照］の右側のプル
ダウンメニューから［強参照］を選択する。 

 
C-3-12. プロジェクトへのロード 
 ここでは、部品（ファミリ）として作成した

リスクポイントを新規プロジェクトへロードし、

リスクポイントの配置、インスタンスパラメー

タの変更を行う。 

 
(a) リボンの［ファイル］タブ→［新規作成］→

［プロジェクト］をクリックする。 

 
(b) ［プロジェクトの新規作成］ダイアログボ

ックスが表⽰される。［テンプレートファイ
ル］から［建築テンプレート］を選択し、
［OK］をクリックする。建築テンプレート
に基づいて新しいプロジェクトが作成され
る。 
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(c) リボンの［建築］タブ→［構築］パネル→

［壁］をクリックする。 

 
(d) 上図のように壁を作成する。 
(e) リボンの［修正］をクリックする。 

 
(f) リボンの［表⽰］タブ→［ウィンドウ］パネ

ル→［ウィンドウを切り替え］をクリック
する。プルダウンメニューから［平⾯図：基
準レベル］をクリックし、画⾯を切り替え
る。これにより、リスクポイントのファミ
リの画⾯に移⾏する。 

 
(g) リボンの［修正］タブ→［ファミリエディ

タ］パネル→［プロジェクトにロード］をク
リックする。 

 
(h) 画⾯がプロジェクトに切り替わり、リスク

ポイントがカーソル（マウス）に追随して
表⽰される。 

 
(i) ［強参照］に設定された正⾯、背⾯、右⾯、

左⾯が壁にスナップすることと、基準点に
定義されている四⾓錐の中⼼が挿⼊基準点
になっていることを確認する。壁にスナッ
プさせて、任意の位置でクリックしてリス
クポイントを上図のように配置する。 

(j) リボンの［修正］をクリックする。 
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(k) 挿⼊したリスクポイントをクリックして選

択した後、［プロパティ］パレットの［⼨法］
の［幅１］、［幅２］、［⾼さ］を上図のように
変更し、［適⽤］をクリックする。 

 
(l) リスクポイントが変更した⼨法に応じて、

⼩さくなったことを確認する。⼨法を元に

戻しておく。 

 
(m) ［プロパティ］パレットの［マテリアルと

仕上げ］の［⾊］及び［ペイント］の右側の
［…］をクリックする。 

 
(n) ［マテリアルブラウザ］ダイアログボック

スが表⽰される。［グラフィックス］タブを
クリックし、［⾊］の右側の［RGB 255 255 
0］をクリックし、⾚⾊（RGB 255 0 0）を
選択し、［OK］をクリックする。 
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(o) 画⾯左下の［表⽰スタイル］→［シェーディ

ング］をクリックする。［レベル 1］のリス
クポイントが⾚⾊に変わっていることを確
認する。なお、［マテリアル］が［ペイント］
のままであるため、［マテリアル］が［ペイ
ント］のリスクポイントを複数配置した場
合、全てのリスクポイントの⾊が同時に変
更されることに留意する必要がある。リス
クポイントごとに⾊を変えたい場合には、
［マテリアル］を［ペイント］以外にした
り、複数のリスクポイントでそれぞれ［マ
テリアル］を変更する必要がある。 

 
(p) リボンの［表⽰］タブ→［作成］パネル→

［3D ビュー］→［既定の 3D ビュー］をク
リックする。 

 
(q) 画⾯左下の［表⽰スタイル］→［シェーディ

ング］をクリックし、3D で壁とリスクポイ
ントが表⽰されることを確認する。 

 
C-3-13. プロジェクトにおいて集計表を作成 
 ここでは、プロジェクト上に配置したリスク

ポイントの集計表を作成する。 

 

(a) ［プロパティ］パレットの［タイプ編集］を
クリックし、［タイプ プロパティ］ダイア
ログボックスを表⽰させる。［複製］をクリ
ックし、[名前]ダイアログボックスを表⽰
させる。［名前(N):］に［risk_point_fall］と
⼊⼒し、［OK］をクリックする。 

 
(b) 上図のように、［タイプ プロパティ］ダイ

アログボックスの［モデル］に［墜落・転落
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リスク］、［コメント（タイプ）］に［リスク
⼤］、［説明］に［防護柵の設置］と⼊⼒し、
［OK］をクリックする。 

 
(c) リボンの［解析］タブ→［レポートおよび集

計表］パネル→［集計表/数量］をクリック
する。 

 
(d) ［新しい集計表］ダイアログボックスが表

⽰される。［カテゴリ(C):］の中から［⼀般
モデル］を選択する。上図のように、［名前
(N):］に［⼀般モデル集計表］が表⽰されて
いることを確認し、［フェーズ(P):］のプル
ダウンメニューから［フェーズ 1］を選択
し、［OK］をクリックする。 

 
(e) ［集計表プロパティ］ダイアログボックス

が表⽰される。［使⽤可能なフィールド(V):］
の中から［モデル］を選択し、上図のよう
に、その右側の記号［パラメータを追加］を
クリックし、［使⽤予定のフィールド（順に）
(S):］の中に［モデル］が表⽰されたことを
確認する。 

 
(f) ［モデル］の後、［コメント（タイプ）］、［容

積］、［構築フェーズ］、［解体フェーズ］、［説
明］、［個数］の順に、［使⽤可能なフィール
ド(V):］から［使⽤予定のフィールド（順に）
(S):］に［パラメータを追加］する。［OK］
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をクリックする。 

 
(g) 上図のように、［⼀般モデル集計表］が表⽰

されることを確認する。このように、［モデ
ル］にリスクの種類、［コメント（タイプ）］
にリスクの⼤きさ、［説明］に具体的な対策
を⼊⼒すれば、それらを⼀覧表として表⽰
できる。その他、［容積］はリスクポイント
の体積、［個数］はそのリスクのリスクポイ
ントの個数が⾃動で表⽰される。 

 

C-4．リスクポイントの利用方法 

ここでは、簡単なトンネル建設プロジェクト

ファイルを作成し、同プロジェクトに対してリ

スクポイントを利用する。 

 

(a) 鋼製アーチ⽀保⼯及び吹付けコンクリート
の部品（ファミリ）を図７のとおり作成し、
それらをプロジェクトファイルにロードし、
上図のようなトンネル建設プロジェクトフ
ァイルを作成した。 

 
(b) リボンの［ファイル］タブから［開く］→

［ファミリ］を選択する。ファミリファイ
ル［risk_point.rfa］を保存したフォルダか
ら、同ファイルを選択する。リスクポイン
トが表⽰されることを確認する。 

(c) リボンの［作成］タブ→［ファミリエディ
タ］パネル→［プロジェクトにロード］をク
リックする。 

(d) リスクポイントをトンネル建設プロジェク
トの切⽻⾯付近に配置する。リボンの［修
正］をクリックする。 

(e) 挿⼊したリスクポイントをクリックし選択
する。 
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(f) ［プロパティ］パレットの［タイプ編集］を
クリックし、［タイプ プロパティ］ダイア
ログボックスを表⽰させる。［複製］をクリ
ックし、[名前]ダイアログボックスを表⽰さ
せる。［名前(N):］に［risk_point_rockfall］
と⼊⼒し、［OK］をクリックする。 

 

(g) 上図のように、［タイプ プロパティ］ダイ
アログボックスの［モデル］に［肌落ちリス
ク］、［コメント（タイプ）］に［リスク⼤］、
［説明］に［鏡吹付け等］と⼊⼒し、［OK］
をクリックする。リボンの［修正］をクリッ
クする。 

 

(h) リボンの［建築］タブ→［構築］パネル→
［コンポーネント］→［コンポーネントを
配置］をクリックし、新たなリスクポイン
トを任意の位置に設置する。 

 

(i) ［プロパティ］パレットの［タイプ編集］を
クリックし、［タイプ プロパティ］ダイア
ログボックスを表⽰させる。［複製］をクリ
ックし、[名前]ダイアログボックスを表⽰
させる。［名前(N):］に［risk_point_dust］
と⼊⼒し、［OK］をクリックする。 
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(j) 上図のように、［タイプ プロパティ］ダイ

アログボックスの［モデル］に［粉塵暴露リ
スク］、［コメント（タイプ）］に［リスク中］、
［説明］に［換気（送気集塵捕集式］と⼊⼒
し、［OK］をクリックする。リボンの［修
正］をクリックする。 

(k) リボンの［建築］タブ→［構築］パネル→
［コンポーネント］→［コンポーネントを
配置］をクリックし、新たなリスクポイン
トを任意の位置に設置する。 

 
(l) ［プロパティ］パレットの［タイプ編集］を

クリックし、［タイプ プロパティ］ダイア

ログボックスを表⽰させる。［複製］をクリ
ックし、[名前]ダイアログボックスを表⽰
さ せ る 。 ［ 名 前 (N): ］ に
［risk_point_moblePlants］と⼊⼒し、［OK］
をクリックする。 

 
(m) 上図のように、［タイプ プロパティ］ダイ

アログボックスの［モデル］に［重機との接
触リスク］、［コメント（タイプ）］に［リス
ク⼤］、［説明］に［重機と⼈の空間・時間分
離］と⼊⼒し、［OK］をクリックする。リ
ボンの［修正］をクリックする。 

(n) リボンの［建築］タブ→［構築］パネル→
［コンポーネント］→［コンポーネントを
配置］をクリックし、新たなリスクポイン
トを任意の位置に設置する。 
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(o) ［プロパティ］パレットの［タイプ編集］を

クリックし、［タイプ プロパティ］ダイア
ログボックスを表⽰させる。［複製］をクリ
ックし、[名前]ダイアログボックスを表⽰
させる。［名前(N):］に［risk_point_geotech］
と⼊⼒し、［OK］をクリックする。 

 
(p) 上図のように、［タイプ プロパティ］ダイ

アログボックスの［モデル］に［地質・地盤
リスク］、［コメント（タイプ）］に［リスク
⼤］、［説明］に［地盤調査］と⼊⼒し、［OK］
をクリックする。リボンの［修正］をクリッ
クする。 

 
(q) 「C-3-13. プロジェクトにおいて集計表

を作成」の(c)〜(f)を参考に、集計表を作成
すると、上図のような集計表が得られる。
このように、任意の建設プロジェクトファ
イルに任意のリスクポイントをいくつも設
置でき、集計表としてまとめることもでき
る。 

 

 

Ｄ．考察 

 「C-4．リスクポイントの利用方法」に述べた

ように、任意のプロジェクトファイル（例えば

図８参照）に複数のリスクポイント（図９参照）

を設置することが可能である。このように、設

計段階において想定される全てのハザード/リ

スクをプロジェクトファイルに配置することで、

設計から施工、施工から維持管理へとリスク情

報が一貫して活用される仕組みを構築できたと

考えている。 

また、本研究にて開発したリスクポイントは、

BIM/CIM の部品（ファミリ）の特徴である属

性情報（リスクの種類、リスクの大きさ、対策

等）に加えて、パラメトリックに大きさ、色、

材料等を変化させることができる。当然ながら、

基本設計、実施設計等の各段階で想定されるハ

ザード/リスクが新に出現した場合には、その都

度、リスクポイントを新たに配置できる。一方、

除去又は許容可能なリスクレベルまで低減でき

たリスクについては、その旨、属性情報に記載

し、色（マテリアル）を黄色から緑色等に変更

すれば良い。 

さらに、BIM/CIM のプロジェクトファイル

に配置した全てのリスクポイントのリスク情報
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は表１に示すように、いつ、どの段階において

も直ちに一覧表として出力することができる。

これは、英国やシンガポールの規則 5), 6)に謳わ

れているリスク登録表に位置付けることが可能

と考えている。 

 

 

Ｅ．結論 

 本分担研究では、施工の合理化・効率化だけ

でなく、BIM/CIM において安全衛生の情報も

管理できるよう、BIM/CIM 図面上にリスクポ

イントを記載し、一覧表として直ちにリスク情

報を管理できるようにした。具体的には、国内

外でBIM/CIM ソフトウェアとして最も利用者

の多い Autodesk Revit を採用し、その中の部

品（ファミリ）として、リスクポイントを新た

に作成した。リスクポイントはBIM/CIM の図

面上で任意の位置に配置でき、リスクの種類、

リスクの大きさ、考慮すべきフェーズ、対策等

を属性情報として登録可能である。また、配置

した全てのリスクポイントの属性情報は、一覧

表として直ちに出力することができる。さらに、

部品（ファミリ）として作成したリスクポイン

トは、Revit を用いている全ての建設プロジェ

クトにおいて利用可能である。 

このように、新たに作成したリスクポイント

という部品（ファミリ）を使用して、設計段階

からリスク情報を一貫して管理できる可能性が

示唆された。 
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図1 BIM（Building Information Modelling）について 1) 

 

 

図２ 建築BIM推進会議について 1) 
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図３ 企画、設計、施工、維持管理・運用と一貫した情報の活用 2) 

 

 

 

 
図４ 建築分野の建設プロジェクトの流れと各業務区分（ステージ）案 2) 
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(a) S0 ~ S4  
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(b) S5 ~S7 

図５ 各業務区分（ステージ）の主な業務内容及びBIMデータと図書の例 3) 
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(a) S0（企画）における BIM データと図書の例（意匠） 
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(b) S1（基本計画）における BIM データと図書の例（意匠） 
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(c) S2（基本設計）における BIM データと図書の例（意匠） 
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(d) S3（実施設計 1）における BIM データと図書の例（意匠） 
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(e) S4（実施設計 2）における BIM データと図書の例（意匠） 
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(f) S5（施⼯）における BIM データと図書の例（意匠） 
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(g) S6（引渡し）における BIM データと図書の例（意匠） 
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(h) S7（維持管理）における BIM データと図書の例（意匠） 

図６ 意匠の各ステージのBIMによる成果物 3)  
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鋼製アーチ⽀保⼯（上半） 

 
鋼製アーチ⽀保⼯（下半） 

 

吹付けコンクリート（上半） 

 

吹付けコンクリート（上半及び下半） 

図６ 部品（ファミリ）として作成した鋼製アーチ支保工及び吹付けコンクリート 
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図７ トンネル建設プロジェクトファイルに設置したリスクポイントの例 
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図８ 部品（ファミリ）としてのリスクポイント 

 

 

 

表1 トンネル建設プロジェクトにおけるリスクポイントの集計表 

 

 


